
一
．
傍
線
部
「
る
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
受
身
・
尊
敬
・
自
発
・
可
能
の
助
動
詞
「
る
」
の
終
止
形 

イ
．
完
了
・
存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
連
体
形 

ウ
．
動
詞

の
連
体
形
活
用
語
尾
の
一
部
〉 

 

１ 

ほ
と
と
ぎ
す
や
聞
き
た
ま
へ
る
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

か
れ
が
妻
な
る
べ
し
と
知
ら
る
。 

（
奥
の
細
道
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 二

．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形 

イ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形 

ウ
．
ナ
変
動
詞
の
終
止
形
活
用

語
尾
〉 

 

１ 

戌
の
時
も
過
ぎ
ぬ
べ
し
。 

（
落
窪
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

い
く
さ
に
は
勝
ち
ぬ
、
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。 
（
平
家
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 三

．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
已
然
形 

イ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
命
令
形 

ウ
．
願
望
の
終
助
詞
（
奈
良
時
代
） 

エ
．

動
詞
の
活
用
語
尾
〉 

 

１ 

夕
さ
れ
ば
小
倉
の
山
に
鳴
く
鹿
は
今
宵
は
鳴
か
ず
寝
ね
に
け
ら
し
も 

（
万
葉
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

あ
り
つ
つ
も
見
し
給
は
む
ぞ
大
殿
の
こ
の
廻
の
雪
な
踏
み
そ
ね 

（
万
葉
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 四

．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
現
在
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」 

イ
．
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
未
然
形
＋
推
量
（
婉
曲
）
の
助
動
詞
「
む
」 

ウ
．
動

詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」 

エ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
の
一
部
＋
推
量
の
助
動
詞

「
む
」 

オ
．
形
容
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
の
一
部
＋
推
量
（
婉
曲
）
の
助
動
詞
「
む
」
〉 

 

１ 

こ
の
わ
た
り
の
、
心
知
れ
ら
む
者
を
召
し
て
、
問
へ
。 

（
源
氏
物
語
） 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

つ
ゆ
違
は
ざ
ら
む
と
、 

（
徒
然
草
） 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 五

．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
四
段
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形 

イ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」 

ウ
．
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
「
な
り
」 

エ
．
形
容

動
詞
の
活
用
語
尾
〉 

 

１ 

畳
を
そ
よ
そ
よ
と
踏
み
て
来
な
り
。 

（
十
訓
抄
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

世
に
は
、
心
得
ぬ
こ
と
の
多
き
な
り
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 六

．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
助
詞 

イ
．
副
詞
の
一
部 

ウ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形 

エ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形 

オ
．

形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾
〉 

 

１ 

東
西
に
急
ぎ
、
南
北
に
走
る
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 

 

〕 

２ 

夜
は
す
で
に
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
け
ど
、 

（
平
家
物
語
） 



 

〔 
 
 
 
 

〕 
七
．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
断
定
の
助
動
詞 

イ
．
完
了
・
存
続
の
助
動
詞 

ウ
．
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
〉 

 

１ 

雪
の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝
、 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

女
の
兄
人

せ

う
と

、
に
は
か
に
迎
へ
に
来き

た
り
。 

（
伊
勢
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 八

．
次
の
傍
線
部
の
用
法
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
強
意
の
係
助
詞
「
な
む
」 
イ
．
願
望
の
終
助
詞
「
な
む
」 

ウ
．
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
＋
推
量
（
意
志
）

の
助
動
詞
「
む
」 

エ
．
ナ
変
動
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」
〉 

 

１ 

そ
の
人
、
容
貌
よ
り
は
心
な
ん
ま
さ
り
た
り
け
る
。 

（
伊
勢
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

人
知
れ
ぬ
わ
が
通
ひ
路
の
関
守
は
宵
々
ご
と
に
う
ち
も
寝
な
な
む 

（
伊
勢
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 九

．
次
の
傍
線
部
の
用
法
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
希
望
の
終
助
詞
「
ば
や
」 

イ
．
接
続
助
詞
「
ば
」
（
仮
定
条
件
）
＋
係
助
詞
「
や
」 

ウ
．
接
続
助
詞
「
ば
」
（
確
定

条
件
）
＋
係
助
詞
「
や
」
〉 

 

１ 

別
れ
て
は
ほ
ど
を
へ
だ
つ
と
思
へ
ば
や
か
つ
見
な
が
ら
に
か
ね
て
恋
し
き 
（
古
今
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

着
て
に
ほ
は
ば
や
人
の
し
る
べ
き 

（
万
葉
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
・
イ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
格
助
詞 

イ
．
接
続
助
詞
〉 

 

１ 

こ
の
夜
中
過
ぐ
る
ま
で
は
、
こ
の
蛇
、
柱
の
も
と
に
侍
り
つ
る
が
、
明
け
て
見
侍
り
つ
れ
ば
、
蛇
も
見
え
侍
ら
ざ
り
し
な
り
。 

（
宇
治
拾
遺
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

長
門

な

が
と

の
前
司

ぜ

ん
じ

と
い
ひ
け
る
人
の

女
む
す
め

二
人
あ
り
け
る
が
、
姉
は
人
の
妻め

に
て
あ
り
け
る
。 

（
宇
治
拾
遺
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

一
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
カ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形 

イ
．
形
容
詞
の
已
然
形
活
用
語
尾 

ウ
．
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
の
已
然
形
の

一
部 

エ
．
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
ま
じ
」
の
已
然
形
の
一
部 

オ
．
希
望
の
助
動
詞
「
ま
ほ
し
」
の
已
然
形
の
一
部 

カ
．
四

段
動
詞
の
已
然
形
活
用
語
尾
＋
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
已
然
形
（
命
令
形
）
〉 

 

１ 

ま
た
、
か
ね
て
思
ひ
つ
る
ま
ま
の
顔
し
た
る
人
こ
そ
な
け
れ
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

見
に
行
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
さ
ら
に
道
も
覚
え
ず
。 

（
宇
治
拾
遺
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

二
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
サ
変
動
詞
「
す
」
の
連
用
形 

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形 

ウ
．
強
意
の
副
助
詞
「
し
」 

エ
．
強
意
の
終

助
詞
「
か
し
」
の
一
部
〉 

 

１ 

目ま

の
あ
た
り
珍
か
な
り
し
こ
と
な
り
。 

（
方
丈
記
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 



２ 

書
き
け
が
し
た
り
な
ど
し
た
る
あ
り
。 

（
枕
草
子
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

三
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
副
詞
「
し
か
」 

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
已
然
形 

ウ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
＋
疑
問
の
係
助
詞

「
か
」 

エ
．
強
意
の
副
助
詞
「
し
」
＋
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」 

オ
．
希
望
の
終
助
詞
「
て
し
か
」
の
一
部
〉 

 

１ 

何
し
か
来
け
む
君
も
あ
ら
な
く
に 

（
万
葉
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

中
納
言
、
法
師
に
な
り
給
ひ
に
し
こ
そ
あ
は
れ
な
り
し
か
。 

（
枕
草
子
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

四
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
格
助
詞
「
し
て
」 

イ
．
接
続
助
詞
「
し
て
」 

ウ
．
サ
変
動
詞
の
連
用
形
（
活
用
語
尾
）
＋
接
続
助
詞
「
て
」
〉 

 

１ 

た
だ
仮
の
庵
の
み
、
の
ど
け
く
し
て
恐
れ
な
し
。 
（
方
丈
記
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

格
子
ど
も
も
、
人
は
な
く
し
て
あ
き
ぬ
。 

（
竹
取
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

五
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
サ
変
動
詞
「
す
」
の
未
然
形 

 

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
未
然
形 
ウ
．
使
役
（
尊
敬
）
の
助
動
詞
「
す
」
の
連

用
形
〉 

 

１ 

「
な
ん
ぢ
が
巻
か
せ
て
持
た
せ
た
る
旗
あ
げ
さ
せ
よ
。
」 

（
平
家
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

旅
に
し
て
も
の
恋
し
き
に
鶴た

づ

が
音
も
聞
こ
え
ざ
り
せ
ば
恋
ひ
て
死
な
ま
し 

（
万
葉
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

六
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
・
イ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」 

イ
．
接
続
助
詞
「
て
」
〉 

 

１ 

う
た
た
ね
に
恋
し
き
人
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
頼
み
そ
め
て
き 

（
古
今
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

翁
お
き
な

の
申
さ
む
こ
と
は
聞
き
給
ひ
て
む
や
。 

（
竹
取
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

七
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
格
助
詞
「
と
」 

イ
．
接
続
助
詞
「
と
」 

ウ
．
断
定
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
連
用
形 

エ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用

語
尾 

オ
．
副
詞
の
一
部
〉 

 

１ 

佳
景

寂
じ
ゃ
く

寞ま
く

と
し
て
、
心
す
み
ゆ
く
の
み
お
ぼ
ゆ
。 

（
奥
の
細
道
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

一
銭
軽か

ろ

し
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
重
ぬ
れ
ば
、
貧
し
き
人
を
富
め
る
人
と
な
す
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十
八
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
キ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
禁
止
の
副
詞
「
な
」 

イ
．
禁
止
の
終
助
詞
「
な
」 

ウ
．
詠
嘆
の
終
助
詞
「
な
」 

エ
．
奈
良
時
代
の
意
志
の
終
助
詞



「
な
」 

オ
．
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形 

カ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形 

キ
．
希
望
の
終
助
詞

「
て
し
が
な
」
の
一
部
〉 

 
１ 
あ
や
ま
ち
す
な
。
心
し
て
お
り
よ
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

ま
め
ま
め
し
き
も
の
は
、
ま
さ
な
か
り
な
む
。 

（
更
級
日
記
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 十

九
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
キ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
格
助
詞
「
に
」 

イ
．
接
続
助
詞
「
に
」 

ウ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形 

エ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の

連
用
形 

オ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾 

カ
．
ナ
変
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾 

キ
．
副
詞
の
一
部
〉 

 

１ 

何
事
に
か
あ
ら
ん
、
こ
と
ご
と
し
く
の
の
し
り
て
、 

（
徒
然
草
） 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

十
月
つ
ご
も
り
な
る
に
、
紅
葉
散
ら
で
盛
り
な
り
。 

（
更
級
日
記
） 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 二

十
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
格
助
詞
「
に
て
」 

イ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
＋
接
続
助
詞
「
て
」 

ウ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語

尾
＋
接
続
助
詞
「
て
」
〉 

 

１ 

御
髪
こ
ま
か
に
、
い
み
じ
う
美
し
げ
に
て
、 

（
栄
花
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

潮し
ほ

海う
み

の
ほ
と
り
に
て
あ
ざ
れ
あ
へ
り
。 

（
土
佐
日
記
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 二

十
一
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
接
続
助
詞
「
ば
」
（
仮
定
条
件
） 

イ
．
接
続
助
詞
「
ば
」
（
確
定
条
件
） 

ウ
．
係
助
詞
「
ば
」
〉 

 

１ 

頼
義
も
、
取
り
返
し
た
る
馬
を
ば
、
郎
等
に
う
ち
預
け
て
寝
に
け
り
。 

（
今
昔
物
語
集
） 

 
〔 

 
 
 
 

〕 

２ 

月
花
を
ば
さ
の
み
目
に
て
見
る
も
の
か
は
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 二

十
二
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」 

イ
．
動
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」 

ウ
．
形
容
詞
の
未
然

形
活
用
語
尾
の
一
部
＋
推
量
（
婉
曲
）
の
助
動
詞
「
む
」 

エ
．
完
了
（
存
続
）
の
助
動
詞
「
り
」
の
未
然
形
＋
推
量
（
婉
曲
）

の
助
動
詞
「
む
」 

オ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
の
一
部
＋
推
量
（
婉
曲
）
の
助
動
詞
「
む
」
〉 

 

１ 

か
く
辛つ

ら

き
目
に
あ
ひ
た
ら
む
人
、
ね
た
く
口
を
し
と
思
は
ざ
ら
む
や
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

ま
し
て
、
数
な
ら
ざ
ら
ん
に
も
、
子
と
い
ふ
も
の
な
く
て
あ
り
な
ん
。 

（
徒
然
草
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

 
 

 
 二

十
三
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。 

〈
ア
．
格
助
詞
「
を
」 

イ
．
接
続
助
詞
「
を
」 

ウ
．
間
投
助
詞
「
を
」
〉 

 

１ 

翁
お
き
な

の
命
、
今
日
明
日
と
も
知
ら
ぬ
を
、
か
く
の
た
ま
ふ
君
達

き
ん
だ
ち

に
も
、
よ
く
思
ひ
定
め
て
仕
う
ま
つ
れ
。 

（
竹
取
物
語
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 

２ 

立
ち
と
ま
り
見
て
を
渡
ら
む 

（
古
今
集
） 

 

〔 
 
 
 
 

〕 
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１ 
イ 
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 二
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１ 

ア 

２ 

ア 
 
 

 
 三

． 
 

１ 

エ 

２ 

ウ 
 
 

 
 四

． 
 

１ 

イ 

２ 

エ 
 
 

 
 五

． 
 

１ 

ウ 

２ 

イ 
 
 

 
 六

． 
 

１ 

ア 

２ 

イ 
 
 

 
 七

． 
 

１ 

イ 

２ 

イ 
 
 

 
 八

． 
 

１ 

ア 

２ 

イ 
 
 

 
 九

． 
 

１ 

ウ 

２ 

イ 
 
 

 
 十

． 
 

１ 

イ 

２ 

イ 



 
 

 
 十

一
． 

 

１ 

イ 

２ 

オ 
 
 

 
 十

二
． 

 

１ 

イ 

２ 

ア 
 
 

 
 十

三
． 

 

１ 

エ 

２ 

イ 
 
 

 
 十

四
． 

 

１ 

イ 

２ 

イ 
 
 

 
 十

五
． 

 

１ 

ウ 

２ 

イ 
 
 

 
 十

六
． 

 

１ 

ア 

２ 

ア 
 
 

 
 十

七
． 

 

１ 

エ 

２ 

ア 
 
 

 
 十

八
． 

 

１ 

イ 

２ 

オ 
 
 

 
 十

九
． 

 

１ 

エ 

２ 

イ 
 
 

 
 二

十
． 

 



１ 

ウ 
２ 
ア 

 
 

 
 二

十
一
． 

 

１ 

ウ 

２ 

ウ 
 
 

 
 二

十
二
． 

 

１ 

オ 

２ 

オ 
 
 

 
 二

十
三
． 

 

１ 

イ 

２ 

ウ 


